
高田町の戊辰戦争 9/18高田が長州藩らに放火される

九
月
九
日

佐
川
官
兵
衛
隊
、
牛
、
飯
窮
ス
ル
事
ナ
シ
。
～
略
～
小
野
邑
ノ
嶮
道
ヲ
超

テ
大
内
邑
ヘ
先
行
シ
敵
ノ
虚
ヲ
ウ
ガ
フ
ベ
キ
旨
令
ア
リ
ケ
レ
バ
～
略
～
丑
ミ

ツ(
二
時)

頃
大
内
村
ヘ
着
ス
ル
。
『
辰
之
日
記
草
稿
』

こ
の
日
、
赤
留
村
の
西
兵
二
百
人
ほ
ど
、
吶
喊(

と
っ
か
ん
・
大
声
で
叫

ぶ)

し
て
高
田
を
襲
う
。
会
々
東
兵
の
高
田
に
在
る
者
、
沼
沢
出
雲
隊
そ
の
他

合
わ
せ
て
約
、
六
、
七
十
人
に
過
ぎ
ず
。
銃
を
と
る
者
半
に
過
ぎ
ず
各
刀
槍

を
も
っ
て
む
か
え
戦
う
。
～
略
～
西
兵
敗
走
し
て
、
赤
留
村
を
経
て
中
の
山

に
退
き
、
所
々
に
篝
火
を
焚
い
て
守
る
。
東
兵
、
追
撃
し
て
赤
留
村
に
至
り

守
り
を
置
い
て
防
備
を
厳
に
す
。
『
会
津
戊
辰
戦
史
』

九
月
十
日

九
月
十
日
同
十
一
日
に
は
、
又
々
会
津
方
佐
川
官
兵
衛
様
、
山
崎
小
助
様
、

(

倉
村)

大
勢
で
お
出
で
に
な
り
候
所
、
御
評
定
の
上
、
所
々
へ
御
手
分
に
て

(

田
島
へ)

御
出
張
成
候
な
り
。
『
大
略
会
津
降
伏
軍
記
録
』

十
日
、
同
所(

田
島)

宿
陣
。
『
会
津
大
砲
隊
戊
辰
戦
史
』

九
月
十
一
日

時
に
城
中
糧
食
多
か
ら
ず
。
使
い
遣
わ
し
て
佐
川
官
兵
衛
陣
少
糧
食
多
か

ら
ず
、
使
を
遣
し
て
佐
川
陣
将
に
報
じ
、
糧
道
を
開
か
し
む
。
時
に
高
田
を

ま
も
る
者
も
な
お
急
を
告
ぐ
。
こ
こ
に
お
い
て
佐
川
、
兵
を
分
ち
て
朱
雀
三

番
士
中
、
進
撃
の
二
隊
を
留
め
て
南
方
を
お
さ
え
し
、
朱
雀
三
番
寄
合
組
隊

を
し
て
本
道
を
守
ら
し
め
自
ら
砲
兵
隊
、
別
撰
組
隊
、
朱
雀
二
番
士
中
隊
及

び
水
戸
の
兵
、
三
百
余
人
を
率
い
て
大
内
を
発
し
、
日
暮
、
高
田
に
至
る
。

是
よ
り
人
を
四
方
に
出
し
て
糧
食
を
あ
つ
め
、
敵
の
囲
を
破
っ
て
糧
食
を
納

め
れ
し
む
。
『
会
津
戊
辰
戦
史
』

九
月
十
二
日

高
田
ノ
新
撃
隊
。
主
将
ノ
意
ヲ
モ
ッ
テ
、
堺
野(

境
野)

守
衛
ニ
受
持
ス
ヘ

キ
旨
ヲ
陣
将
ニ
ノ
ベ
ラ
レ
、
堺
野
村
邑
長
ノ
宿
ヲ
陣
営
ト
ス
。
～
略
～
見
立

ノ
神
社
ト
ト
ナ
フ
ト
。
右
両
所
ニ
胸
壁
ヲ
築
キ
守
衛
ス
。
敵
ハ
ナ
オ
、
中
田

邑
ノ
後
山
ノ
頂
上
四
、
五
ケ
所
ニ
夜
ハ
篝
火
ヲ
焚
テ
守
ル
。
『
明
治
日
誌
』

九
月
十
三
日

吉
村
津
右
衛
門
、
栗
村
又
市
が
兵
二
十
人
、
林
信
太
郎
が
兵
十
人
、
巡
邏

し
て
宮
下
村
に
至
る
。
西
兵
、
小
祖
山
、
宮
下
、
安
田
の
三
所
に
託
す
。
東

兵
こ
れ
を
攻
撃
し
て
破
り
、
北
を
追
う
て
四
人
を
死
し
、
一
人
を
傷
く
。

『
会
津
戊
辰
戦
史
』

敵
、
坂
井
野(

境
野)

ヲ
襲
フ
ノ
聞
ヘ
ア
リ
。
進
軍
ス
ル
ニ
敵
来
ラ
ズ
。
諸

村
ヲ
巡
邏
シ
テ
高
田
村
ニ
帰
ル
。
『
会
津
藩
大
砲
隊
戊
辰
戦
記
』

九
月
十
四
日

敵
、
宮
袋
ヲ
襲
フ
ノ
聞
ヘ
ア
ル
モ
来
ラ
ス
。
空
シ
ク
高
田
村
ニ
戻
ル
。

『
会
津
藩
大
砲
隊
戊
辰
戦
記
』

九
月
十
五
日

高
田
村
、
敵
、
襲
来
ノ
聞
ヘ
ア
ル
モ
遂
ニ
来
ラ
ス
。
『
会
津
藩
大
砲
隊
戊

辰
戦
記
』

九
月
十
六
日

敵
、
永
井
野
村
ニ
来
ル
ノ
聞
へ
ア
リ
テ
出
兵
ス
。
永
井
野
ニ
至
ラ
サ
ル
ニ

戦
争
終
テ
、
敵
、
敗
レ
退
散
セ
シ
由
ニ
テ
高
田
村
ニ
引
上
ク
。
～
略
～
此
日
、

髙
橋
村
ト
城
山
ト
ヲ
守
ル
。
『
会
津
大
砲
隊
戊
辰
戦
記
』

今
日
、
高
田
本
営
ノ
命
ニ
ヨ
リ
水
戸
兵
藩
士
諸
隊
ヲ
促
シ
、
冑
邑
法
ノ
敵

ヲ
進
ミ
撃
テ
軍
利
ア
リ
、
生
捕
分
捕
ナ
ド
有
シ
ト
也
。
『
辰
之
日
記
草
稿
』

永
井
野
村
へ

致
進
撃
候
ニ
付
、
冑
村
ヘ
繰
込
候
、
水
戸
藩
へ
応
援
ノ
儀

申
合
、
昼
一
字
頃
ヨ
リ
松
ケ
岸
村
マ
テ
進
軍
。
賊
兵
同
所
ト
永
井
野
村
ノ
間

ニ
、
兼
テ
設
ケ
置
候
台
場
ニ
、
オ
オ
ヨ
ソ
三
百
余
人
ニ
テ
固
居
候
様
見
受
候

に
付
～
略
『
遊
軍
隊
目
録
』

九
月
十
七
日

永
井
野
村
を
守
れ
る
朱
雀
二
番
士
中
隊
中
隊
頭
長
谷
川
勝
太
郎
、
い
ま
だ

兵
の
交
替
せ
ざ
る
に
隊
兵
を
率
い
て
陣
地
を
退
き
た
る
が
、
水
戸
の
兵
、
大

い
に
怒
り
痛
論
し
て
止
ま
ず
。
『
会
津
戊
辰
戦
史
』

西
兵
大
挙
し
て
高
田
を
攻
撃
せ
ん
と
す
る
や
、
佐
川
接
戦
の
利
あ
ら
ざ
る

を
知
り
、
浅
羽
忠
之
助
を
し
て
退
却
の
令
を
伝
へ
し
む
。
～
略
～
令
を
水
戸

の
兵
に
伝
ふ
。
忠
之
介
再
び
馬
を
か
へ
し
て
境
野
村
に
至
り
、
令
を
武
井
柯

亭
に
伝
ふ
。
『
会
津
戊
辰
戦
史
』

敵
、
永
井
野
ニ
来
テ
僅
カ
ニ
発
砲
シ
テ
退
ク
。
『
会
津
大
砲
隊
戊
辰
戦

記
』

九
月
十
八
日

高
田
、
永
井
野
ノ
両
村
ニ
当
タ
リ
ヨ
リ
ニ
砲
声
聞
エ
ユ
。
火
災
起
コ
ル
ヲ

見
。
衆
ト
味
方
ノ
敗
レ
ヲ
疑
フ
間
ニ
、
小
櫃
弥
市
来
テ
味
方
ノ
敗
報
ヲ
告
ケ

我
隊
ハ
市
野
村
ニ
引
上
ク
ヘ
キ
命
ア
リ
。
間
道
ヨ
リ
市
野
村
ニ
至
ル
ニ
、
退

軍
ノ
味
方
群
集
シ
雑
踏
ハ
ナ
ハ
ダ
シ
イ
。
我
カ
隊
ノ
寄
合
組
一
同
、
二
ノ
寄

合
ニ
昇
席
ス
。
市
野
峠
ヲ
出
発
シ
テ
大
内
村
ニ
宿
陣
ス
。
二
番
分
隊
ハ
、
市

野
峠
ヲ
守
リ
夜
半
、
三
番
分
隊
ニ
交
代
ス
。
コ
ノ
夜
寒
気
凛
冽
、
寒
風
肌
衣

ヲ
ト
オ
シ
安
眠
ス
ル
ヲ
得
ス
。
『
会
津
大
砲
隊
戊
辰
戦
記
』
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濃
霧
、
晴
明
ス
レ
ハ
逆
瀬
川
方
ノ
西
軍
、
山
ヲ
超
エ
テ
群
出
シ
、
一
手

ハ
山
麓
ヨ
リ
中
田
法
用
寺
村
方
ヘ
探
ク
砲
シ
、
水
戸
藩
ノ
手
ト
砲
戦
始
マ

ル
。
ナ
オ
一
手
ハ
当
陣
ヲ
目
的
ニ
シ
テ
、
人
員
、
雲
霞
ノ
如
ク
、
進
ミ
来

タ
リ
シ
カ
バ
、
兼
テ
守
備
ス
ル
邑
北
ノ
社
地
、
ナ
オ
邑
西
ノ
寺
石
表
ヲ
楯

ト
シ
テ
、
僅
カ
ニ
四
十
有
人
ヲ
二
手
ニ
分
ケ
チ
タ
レ
ト
モ
、
半
ハ
、
槍
隊

ナ
レ
バ
遠
敵
ヲ
防
ク
ニ
利
ナ
ク
、
タ
ダ
手
ニ
汗
汁
シ
テ
近
寄
ル
ヲ
待
ツ
ノ

ミ
。自

分
ハ
、
小
勢
ナ
レ
ド
モ
、
元
ヨ
リ
死
ヲ
極
ム
ル
事
ナ
レ
バ
、
ウ
ン
ザ

リ
セ
ズ
待
チ
受
ケ
タ
リ
シ
ニ
、
前
途
ニ
オ
ビ
エ
テ
、
発
砲
ス
レ
バ
、
敵
ハ

驚
キ
、
直
チ
ニ
散
兵
、
左
右
ヘ
回
リ
別
レ
シ
テ
対
砲
ス
ル
。
ソ
ノ
中
ニ
敵

ノ
後
軍
、
邑
裏
ノ
経
路
ヘ
回
ル
ト
見
エ
シ
ガ
、
味
方
カ
カ
ル
乏
士
ヲ
四
、

五
人
ヅ
ツ
、
カ
ノ
裏
手
ヲ
防
グ
ベ
シ
ト
分
チ
、
コ
コ
ヲ
限
リ
ト
手
茂
ク
乱

砲
ス
ル
ト
ア
ラ
ズ
モ
、
敵
ハ
追
々
連
歩
シ
、
大
軍
ナ
レ
バ
事
モ
セ
ズ
。
～

略
～
陣
将
佐
川(

佐
川
官
兵
衛)

氏
ノ
前
ヘ
出
テ
、
王
将
ノ
言
ヲ
述
レ
バ
、

勝
軍
ノ
気
、
見
エ
ザ
ル
ニ
ヨ
リ
、
一
旦
大
内
方
ヘ
替
ヘ
、
引
キ
ニ
ス
ベ
キ

ヲ
告
ゲ
ヨ
ト
ア
レ
バ
、
～
略
～
諸
隊
ト
共
ニ
、
藤
田
邑
マ
デ
退
キ
シ
ニ
、

本
営(

伊
佐
須
美
神
社)

諸
隊
ハ
市
野
峠
ヲ
超
エ
テ
大
内
方
ヘ
引
キ
退
ク
。

～
略
～
先
ニ
福
永
邑
へ
隊
々
屯
ス
ベ
キ
命
ナ
リ
。
～
略
～
ス
デ
ニ
、
五
黄

更(

四
時)

ノ
頃
、
一
番
ヨ
リ
次
序
ヲ
正
シ
、
起
キ
歩
キ
シ
テ
大
内
ノ
山
道

ヲ
登
リ
峠
ヲ
下
ラ
ン
ト
ス
ル
頃
、
東
雲
晴
朗
セ
リ
。
『
辰
之
日
記
草
稿
』

 

逆
瀬
川
方
面
ヨ
リ
、
敵
ノ
大
軍
山
ヲ
越
テ
、
押
シ
寄
セ
ス
ル
ト
、
シ
リ
ゾ

ケ
候
告
ケ
タ
リ
。
朝
餉(

朝
飯)

ス
ル
暇
モ
非
ス
持
場
ヘ
出
兵
ス
。
シ
カ
ル

ニ
敵
ノ
一
手
ハ
、
山
麓
ヨ
リ
中
田
法
用
寺
村
ノ
方
ヘ
廻
リ
、
水
戸
藩(
永
井

野)

ノ
手
ト
、
激
戦
始
マ
リ
、
ナ
オ
一
手
ハ
我
陣
ヲ
目
掛
ケ
、
雲
、
霞
ノ
沸

ク
カ
如
ク
進
ミ
来
リ
シ
ハ
、
ヨ
ツ
テ
守
備
ス
ル
村
北
ノ
社
内
、
ナ
オ
村
西

ノ
寺
内
石
表
ヲ
楯
ト
シ
、
ワ
ズ
カ
ニ
四
十
有
人
、
二
手
ニ
分
チ
ケ
ル
ニ
、

半
ハ
、
槍
組
ナ
レ
ハ
遠
的
ヲ
防
ク
利
ナ
シ
、
タ
タ
手
ニ
汗
ヲ
握
ル
ノ
ミ
。

自
分
ハ
小
勢
ト
イ
エ
ド
モ
、
元
ヨ
リ
必
至
ヲ
極
ム
ル
コ
ト
ナ
レ
ハ
、
少

シ
モ
辟
易(

ウ
ン
ザ
リ)

セ
ス
。
胸
壁
ニ
身
ヲ
潜
メ
発
砲
ス
レ
ト
モ
、
敵
ハ
、

ラ
ッ
パ
ト
共
ニ
進
ミ
ヨ
リ
、
直
チ
ニ
散
兵
、
左
右
ヘ
回
列
シ
、
村
ノ
経
路

ニ
回
ル
。
～
略
～
槍
ヲ
突
入
セ
ン
ト
穂
先
ヲ
揃
ヘ
、
マ
サ
ニ
突
出
セ
ン
ト

ス
、
隊
長
、
飛
来
タ
リ
、
白
羽
ヲ
降
リ
揚
ケ
大
音
ニ
テ
、
ヨ
ウ
ヨ
ウ
堂
々
、

敵
ハ
、
大
軍
、
死
ス
ヘ
キ
場
ニ
ア
ラ
ズ
。
早
々
引
上
ケ
ヨ
ト
指
揮
ア
レ
ハ
、

コ
レ
ヨ
リ
高
田
ヘ
退
カ
ン
ト
駆
ケ
走
ル
。
後
ロ
ヨ
リ
、
飛
ヒ
来
ル
砲
丸
ハ

雨
ノ
ゴ
ト
シ
。
～
略
～
隊
長
ト
共
ニ
橋
爪
村
ヨ
リ
本
郷
村
ヘ
行
キ
ケ
ル
ニ
、

観
音
山
ニ
萱
野
太
夫
ノ
引
揚
ケ
ニ
ナ
リ
シ
ト
聞
キ
、
武
井
隊
長
、
軍
議
ノ

タ
メ
登
山
セ
ラ
ル
。
但
シ
、
昨
日
、
一
堰
方
ニ
オ
イ
テ
戦
争
ア
リ
シ
ニ
、

味
方
利
ア
ラ
ス
シ
テ
諸
隊
ヲ
ヒ
キ
イ
テ
萱
野
太
夫
、
本
郷
ヘ
引
揚
ニ
ナ
リ

シ
ト
ソ
。
ヨ
ッ
テ
我
隊
モ
本
郷
ヘ
集
リ
タ
リ
。

～
略
～
五
更(

四
時)

ノ
頃
、
一
番
ヨ
リ
次
序
ヲ
正
シ
、
起
キ
歩
キ
シ
テ
大

内
ノ
山
道
ヲ
登
リ
、
峠
ワ
下
ラ
ン
ト
ス
ル
頃
、
夜
ハ
明
ケ
タ
リ
。
『
明
治

日
誌
』

四
ツ
時(

夜
十
時)

頃
ニ
モ
是
之
コ
レ
有
ベ
ク
、
高
田
村
破
レ
佐
川
殿
始

大
内
村
ヘ
引
揚
相
成
リ
候
ヨ
シ
ニ
付
、
同
夜
、
福
永
村
九
ツ
時(

夜
十
二

時)

頃
ヨ
リ
引
上
ニ
相
成
、
大
内
峠
ヘ
登
リ
口
ニ
テ
夜
モ
明
ケ
、
行
人
坂
ト

申
ス
処
ニ
テ
昼
前
番
兵
致
シ
、
昼
后
、
大
内
峠
絶
頂
ヘ
登
リ
、
番
兵
致
シ

居
ル
候
処
、
夜
ニ
入
リ
、
大
内
村
ヘ
引
上
、
休
息
致
シ
居
ル
候
様
、
申
来

リ
候
ニ
付
、
大
内
村
ニ
テ
休
息
致
シ
候
事
『
朱
雀
士
中
組
戦
争
調
書
』

同
所
出
起
キ
、
午
時(

二
時)

頃
、
福
永
村
ニ
至
ル
。
高
田
応
援
ノ
手
配
、

未
タ
定
ラ
ズ
、
敵
、
巳(

十
時)

ニ
高
田
ニ
入
リ
放
火
ス
。
依
ツ
テ
高
田
出

張
ノ
兵
、
福
永
ニ
退
ク
。
暁
、
大
内
村
ニ
至
ル
。
『
結
草
録
』

九
月
十
八
日
、
高
田
町
を
長
州
藩
ら
二
千
人
が
囲
み
放
火

柳
津
か
ら
佐
賀
瀬
川
を
経
て
、
中
田
観
音
、
法
用
寺
を
回
り
、
高
田
を

目
指
し
た
新
政
府
軍
の
長
州
藩
を
主
力
と
す
る
薩
摩
藩
、
岩
国
藩
。
会
津

藩
は
、
高
田
の
高
田
城
跡
を
陣
に
約
千
人
が
守
備
を
す
る
。
九
月
十
八
日
、

佐
川
官
兵
衛
、
上
田
学
太
夫
、
新
選
組
斎
藤
一
ら
は
、
伊
佐
須
美
神
に
陣

を
移
す
も
、
二
千
人
か
ら
の
敵
軍
勢
に
囲
ま
れ
、
大
内
宿
を
目
指
し
市
野

峠
へ
退
却
。
北
原
采
女
ら
は
、
福
永
か
ら
氷
玉
峠
を
経
て
大
内
宿
を
目
指

し
退
却
し
た
。
こ
の
時
も
長
州
藩
ら
は
、
高
田
町
に
火
を
放
ち
、
町
は
ほ

ぼ
全
焼
と
な
る
。
そ
の
後
、
町
の
中
央
を
通
る
街
道
は
、
各
戸
が
一
間
、

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し
、
道
を
広
げ
て
、
町
は
再
建
さ
れ
た
。

會津藩校日新館館長藩校館長・特定非営利活動法人会津阿賀川流域ネットワーク理事長 石田明夫
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